
新
市
役
所
本
庁
舎
を
「
小
方
町
役
場
」
と

し
、
新
市
長
が
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る

ま
で
の
間
の
市
長
職
務
執
行
者
を
玖
波
町

長
狭
戸
尾
秀
夫
氏
と
し
た
先
人
た
ち
の
思

い
は
、
お
そ
ら
く
新
た
に
大
竹
市
民
と
な

る
人
々
の
調
和
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

各
町
村
で
は
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年

８
月
31
日
に
閉
庁
式
を
行
っ
た
が
、
小
方

町
は
庁
舎
を
新
市
役
所
庁
舎
と
し
て
引
き

続
き
使
用
す
る
た
め
、
９
月
1
日
に
町
役

場
と
し
て
の
閉
庁
式
を
行
っ
て
い
る
。

新
市
の
一
体
性
確
立

　

大
竹
市
制
は
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年

９
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
合
併
町
村
の
区

域
を
そ
の
ま
ま
市
の
区
域
（
大
字
名
）
と

す
る
新
市
政
は
す
べ
て
合
併
協
定
に
し
た

が
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
９

月
10
日
に
は
旧
町
村
議
員
全
員
（
大
竹
町

26
人
、
小
方
町
22
人
、
玖
波
町
11
人
、
栗

谷
村
12
人
、
松
ケ
原
町
２
人
、
計
73
人
）

に
よ
る
初
市
議
会
を
大
竹
支
所
階
上
（
旧

大
竹
町
議
事
堂
）
で
開
き
、
議
長
・
副
議

長
の
選
出
お
よ
び
各
常
任
委
員
会
の
委
員

な
ど
の
選
任
を
終
え
た
。
初
代
市
議
会
議

長
に
は
神
尾
徹
生
氏
が
選
任
さ
れ
て
い

る
。
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
旧
町
村
議

会
議
員
は
そ
の
ま
ま
市
議
会
議
員
と
な

り
、
任
期
の
延
長
期
間
は
１
カ
年
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
市
民
に
と
っ
て
最
大
の
関

心
事
で
あ
っ
た
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
た
の
は
、
翌
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年

８
月
２
日
で
あ
っ
た
。
選
挙
は
市
内
５
つ

の
選
挙
区
（
旧
町
村
区
域
）
で
行
わ
れ
、

定
数
30
人
の
と
こ
ろ
50
人
が
立
候
補
し
、

激
し
い
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
の
結

果
、
当
選
し
た
30
人
の
議
員
の
う
ち
、
新

人
は
20
人
当
選
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
初
の
市
長
選
挙
は
、
昭
和
29

（
１
９
５
４
）
年
10
月
１
日
に
執
行
さ
れ
、

中
川
出
来
太
郎
氏
（
元
大
竹
町
長
・
元
県

議
会
議
員
）
と
二
階
堂
哲
朗
氏
（
前
大
竹

町
長
）
が
立
候
補
し
、
市
域
を
二
分
す
る

よ
う
な
激
し
い
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

そ
の
結
果
二
階
堂
哲
朗
氏
が
初
代
市
長
に

当
選
し
た
。
二
階
堂
新
市
長
の
市
政
は
何

と
い
っ
て
も
市
全
体
の
調
和
を
図
り
、
市

の
一
体
性
を
確
立
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
旧
町
村
の
歴
史
の
中
に
育
ま

れ
て
き
た
住
民
感
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

ま
た
地
域
的
な
条
件
の
相
違
か
ら
利
害
の

相
反
す
る
場
合
も
あ
っ
て
、
そ
の
実
現
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
合
併
の
賛
成
、

反
対
を
明
ら
か
に
し
て
大
き
く
争
っ
た
旧

小
方
町
の
合
併
反
対
派
は
当
初
か
ら
新
市

政
に
協
力
し
な
い
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
市
当
局
の
円
満
解
決
へ
の
努
力
は
続

け
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら

取
り
組
む
市
政
調
停
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
な
解
決
に
乗
り

出
し
た
結
果
、
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年

９
月
に
、
よ
う
や
く
賛
成
・
反
対
両
派
の

和
解
が
成
立
、
３
年
に
わ
た
る
紛
争
は
終

止
符
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

第１回 大竹市誕生 9月1日で市制施行70周年を迎える大竹市。
その誕生秘話をひも解いていきます。
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式
会
社
」
へ
社
名
を
変
更
し
て
い
た
）
な

ど
、
両
町
に
ま
た
が
っ
て
施
設
が
あ
っ
た

た
め
、
お
互
い
の
利
害
が
対
立
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
も
は
や
合
理
的
な
解
決
策
は

合
併
以
外
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
玖
波
町
や
栗
谷
村
は
財
政
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
て
お
り
、
単
独
で
の
町
村
継
続
が
極

め
て
難
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
お
互
い
が
合

併
し
て
経
済
圏
を
よ
り
強
化
し
、
効
果
的

な
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
空
気
が
次
第
に

高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
12
月
１
日
、

大
竹
、
小
方
、
玖
波
、
大
野
、
栗
谷
、
友

和
（
当
時
松
ケ
原
地
区
は
友
和
村
だ
っ
た
）

の
各
町
村
代
表
者
（
町
長
、
村
長
、
議
長
）

が
小
方
町
で
合
併
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
の
が
合
併
の
始
ま
り
で
あ
る
。

12
月
24
日
に
は
２
回
目
の
会
合
を
持
ち
、

「
市
制
実
施
研
究
会
」
を
設
置
し
て
合
併

に
向
け
一
歩
踏
み
出
す
。

合
併
へ
の
第
一
歩

　

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
９
月
、
合
併

に
よ
っ
て
町
村
の
行
政
区
域
を
拡
大
し
て

そ
の
行
財
政
能
力
を
高
め
よ
う
と
「
町
村

合
併
促
進
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
広
島
県

で
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る

た
め
、
同
年
10
月
に
各
地
方
事
務
所
を
通

じ
て
町
村
合
併
の
意
義
や
目
的
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
、
町
村
合
併
へ
の
協

力
を
市
町
村
長
に
要
請
、
11
月
に
は
町
村

合
併
促
進
審
議
会
を
設
置
し
、
町
村
合
併

に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
の
策
定
並
び
に

指
導
に
乗
り
だ
し
た
。
当
時
県
下
３
２
３

あ
っ
た
町
村
を
94
の
町
村
に
再
編
成
す
る

目
標
を
た
て
、
町
村
合
併
を
急
速
に
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

市
域
も
戦
後
の
経
済
復
興
に
よ
り
、
大

竹
町
を
中
心
と
す
る
経
済
圏
は
県
西
部
の

重
要
な
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
い
た
が
、

大
竹
町
と
小
方
町
の
膨
大
な
旧
軍
事
施
設

（
海
兵
団
や
海
軍
潜
水
学
校
跡
地
で
現
在

は
工
場
群
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
）
が
、

企
業
誘
致
の
有
力
な
候
補
地
と
し
て
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
両
町
の
利

害
関
係
は
対
立
、
解
決
の
道
は
極
め
て
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　

旧
海
軍
が
設
置
し
た
水
道
施
設
の
管
理

と
利
用
の
問
題
や
、三
菱
レ
イ
ヨ
ン
㈱
（
現

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
）
が
納
入
す
る
税
の
配

分
問
題
（
昭
和
８
年
に
小
方
村
烏え

ぼ

し
帽
子

新し
ん
が
い開

へ
進
出
し
た
「
新し

ん
興こ

う
人じ

ん
絹け

ん
株
式
会
社
」

は
、
昭
和
27
年
か
ら
「
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
株

　

そ
の
後
、
地
理
的
、
経
済
的
理
由
か
ら

離
脱
し
た
大
野
町
を
除
く
関
係
町
村
で
研

究
が
進
め
ら
れ
、
利
害
調
整
も
済
み
、
大

竹
市
制
の
実
施
は
昭
和
29
（
１
９
５
４
）

年
３
月
31
日
と
す
る
こ
と
で
意
見
は
一
致

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
小
方
町
民
の
間
で
強
い
合

併
反
対
運
動
が
起
き
る
。「
小
方
町
は
適

正
規
模
の
人
口
で
あ
る
８
千
人
の
町
で
あ

り
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
と
い
う
大
企
業
も

あ
っ
て
財
政
的
に
も
裕
福
で
あ
る
。
も
し

合
併
す
れ
ば
住
民
負
担
が
増
え
る
こ
と
は

間
違
い
な
く
、
少
し
も
町
民
の
た
め
に
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
小

方
町
は
大
混
乱
と
な
り
、
3
月
31
日
の
市

制
実
施
は
延
期
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
を
収
拾
す
る
た
め
、

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
３
月
30
日
付
け

で
町
長
が
辞
職
、
同
年
４
月
20
日
付
け
で

町
議
会
議
員
が
総
辞
職
し
た
。

議
場
大
混
乱

　
５
月
５
日
、
合
併
の
是
非
を
巡
っ
て
町

長
選
、
町
議
選
が
行
わ
れ
、
接
戦
の
末
、

合
併
賛
成
派
の
町
長
候
補
が
当
選
、
ま
た

町
議
選
も
賛
成
派
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

町
民
の
意
志
は
合
併
賛
成
に
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
反
対
派

は
納
得
で
き
ず
あ
く
ま
で
も
合
併
阻
止
を

め
ざ
し
た
。
彼
ら
は
「
合
併
」
す
れ
ば
、

郷
土
小
方
町
が
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
を
払
拭
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
関
係
町
村
で
は
、
同
年
９

月
１
日
を
期
し
て
市
制
を
実
施
す
る
協
議

が
進
め
ら
れ
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
た
。

　
７
月
28
日
、
大
竹
町
を
は
じ
め
玖
波
町
、

栗
谷
村
、
松
ケ
原
地
区
の
歴
史
を
変
え
る

か
も
し
れ
な
い
、
運
命
の
小
方
町
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。
当
時
小
方
町
で
は
、
住
民

の
半
数
近
く
が
合
併
に
反
対
し
て
お
り
、

議
場
に
押
し
寄
せ
た
反
対
派
住
民
で
傍
聴

席
は
満
席
、
場
外
に
も
あ
ふ
れ
て
い
た
。

合
併
関
係
議
案
が
上
程
さ
れ
る
と
、
傍
聴

席
は
騒
然
と
な
り
議
場
は
大
混
乱
と
な
る
。

議
事
が
進
ま
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
た
神
尾

徹
生
議
長
（
当
時
）
は
、
や
む
を
得
ず
傍

聴
人
の
全
員
退
去
を
命
令
す
る
。
審
議
は

５
時
間
半
に
及
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
よ

う
や
く
合
併
関
係
議
案
を
可
決
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
議
決
を
受
け
た
大
竹
町
、
玖

波
町
、
栗
谷
村
で
は
相
次
い
で
合
併
関
係

議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
県
知
事
に

上
申
さ
れ
た
合
併
問
題
は
県
に
舞
台
が
移

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
は
８
月
20
日

臨
時
県
議
会
に
お
い
て
「
大
竹
市
設
置
に

関
す
る
議
案
」
を
可
決
9
月
１
日
を
も
っ

て
大
竹
市
制
を
施
行
す
る
旨
を
告
示
し
た
。

　

こ
う
し
て
市
制
実
施
は
決
定
的
と
な

り
、
関
係
町
村
長
は
協
議
の
結
果
、
市
長

職
務
執
行
者
を
玖
波
町
長
狭
戸
尾
秀
夫
氏

に
決
す
る
と
と
も
に
、
玖
波
町
役
場
内
に

市
制
準
備
委
員
会
事
務
局
（
局
長
狭
戸
尾

秀
夫
）
を
設
置
、
職
員
3
人
ず
つ
を
そ
れ

ぞ
れ
派
遣
し
て
市
制
の
施
行
準
備
を
急
い

だ
の
で
あ
る
。

　

新
し
い
市
の
名
前
を
「
大
竹
市
」
に
、
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